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きっかけ
• 第6期科学技術・イノベーション基本計画：「機関
リポジトリを有する全ての大学・大学共同利⽤機
関法⼈・国立研究開発法⼈において、2025 年まで
に、データポリシーの策定率が100％」

• →大学等での研究データポリシーの策定検討開始
• →組織的RDM推進に向けて必要なものは？

• 図書館のコミュニティでは早くから職員⽤の教材
やマニュアルの整備が進んでいるが、情報系教職
員⽤のものは、、、まだない。

• →教材は絶対必要となるので、まず、RDMコミュニティ
の意識を探りつつ、議論してみよう。

• なお、ここでいう情報系教職員とは、「RDMに関わる情報システムを管理・運⽤
するであろう者。どちらかというとツール等の構築側でない者」としています。



アンケート実施
• 2021年2月AXIES-JPCOAR研究データワーク
ショップ、テーマ４（天野、古川、元木）より。

• 教材「研究者のための研究データマネジメン
ト」を基に情報系教職員に必要と思われる項目
を選んでいただいた。（回答数１７）







アンケート結果（回答数17名）
Q1. 現在携わっている仕事のカテゴリについてお答えください。

回答者のカテゴリ

情報基盤系 図書系 研究推進系 その他

その他の内訳
研究者
大学職員
数物系科学研究
ポリシー系



Q2. 「情報基盤スタッフ向けRDM教材」は必要だと思いますか？
Q2.

必要 不要 どちらともいえない



0 2 4 6 8 10 12 14

01.「外部資金の取得」

02.「申請書類(DMP)の作成」

03.「所属機関のインフラ活⽤」

04.「研究データの保存」

05.「データの検索・発見・収集」

06.「データ分析」

07.「加工・分析中のデータ管理」

08.「DMPの更新」

09.「データの引⽤」

10.「データの公開方針の決定」

11.「リポジトリへのデータ登録」

12.「データ論文を通じたデータ公開」

大項目 全体



0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

01.1. 外部資金取得と研究データ管理
01.2. 研究助成機関のデータポリシーの内容を理解する

01.3. 研究助成機関のデータポリシーに対する所属機関の対応状況を理解する
01.4. 研究助成機関のデータポリシーに対する所属機関の対応改善を働きかける

02.1. データ管理計画（DMP）とは何かを理解する
02.2. 申請先の機関が定めるDMPの要件を理解し草稿を作成する

02.3. 取扱いに配慮が必要なデータを有しうる場合
02.4. DMP作成に有⽤なリソースを活⽤する

02.5. DMP草稿のブラッシュアップ
03.1. 所属機関内でのDMP実施

03.2. 共同研究契約の締結
03.3. 研究データ管理の情報インフラ活⽤

04.1. 研究データ管理における所属機関の役割
04.2. 研究データのリスク評価

04.3. センシティブデータの取扱い
04.4. 研究データの保存先

04.5. 研究データの情報セキュリティ対策
04.6. 研究データのバックアップ

04.7. 研究データの保存フォーマット
04.8. 研究データ管理に有⽤なツール

05.1. データの検索方法を把握する
05.2. データリポジトリからデータを検索・発見する
05.3. データジャーナルからデータを検索・発見する

05.4. 論文からデータを検索・発見する
05.5. データを発見・利⽤するメカニズムに関する知識

06.1. データ分析の準備
06.2. データ分析環境の構築

06.3. データの前処理
07.1. 体系的なデータ管理の実施

07.2. データ文書を作成する
07.3. データファイルの組織化を行う

07.4. データファイルのバージョン管理
07.5. データファイル名のルール設定

07.6. データファイルの共有・公開
08.1. 研究の進捗に応じたDMP更新

08.2. DMPの更新方法
08.3. DMP更新に伴う関係者との調整

09.1. データ引⽤のメリットを理解し、適切に引⽤する
09.2. データ引⽤のためのツールを活⽤する

10.1. データの公開可否の決定
10.2. データの共有・公開義務の確認
10.3. データ公開における制約の確認

10.4. データの公開手続き
11.1. 登録先リポジトリの選択
11.2. リポジトリへの登録手順

11.3. 公開⽤メタデータの作成（識別子）
11.4. 公開⽤メタデータの作成（ライセンス）

12.1. データ論文の出版先を選択する
12.2. 査読・出版プロセスにおけるデータの取扱いを把握する

12.3. 公開された論文やデータの普及・プロモーション

詳細項目 全体
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アンケート結果より
• 情報基盤スタッフ向けの教材は必要。
• 重要と思われる詳細項目もはっきりした。
• DMP、データ引⽤、データ公開方針、リポジトリ
へのデータ公開など、「非情報系」が「情報系」
に支援を期待する業務は多い。一方で、情報系は
これらの業務にあまり関心がないことが浮き彫り
に。

• → 情報系に関する部分だけを知っているだけで
は不十分。

• → 研究データ管理において、研究者同様、情報
系教職員として知っておくべき一般的な知識の網
羅必要。同時に情報系教職員として答えるべき内
容についての網羅も必要。



教材内容の検討方針
• 教材「研究者のための研究データマネジメン
ト」（https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294）
を基に検討してよさそう。

• 以下の視点で検討実施
• １．同教材において情報系教職員も知っておくべき
事柄は何か

• ２．同教材を読んだ研究者から情報系教職員への問
い合わせへの回答すべき事柄は何か

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294


教材の内容検討の手順
• 教材「研究者のための研究データマネジメント」
の項目を以下に分類する。

• １．情報基盤のサポートが期待されている項目
• ２．研究者がおかれている立場、研究者が求めるものに
関する包括的な理解すべき項目

• ３．それ以外
• アンケートで重要となった項目は上記の１か２に
入れる。

• 特に１については、以下の観点で詳しく説明する。
• どのようなサポートが期待されているか、
• どのようなスキルや環境が必要か、
• どのようなことができるようになるべきか、





具体例
• 具体例を示します。
• 音声化も考えて読み上げのための原稿も同時に
作成しています。

• → これからデモを実施します。



最後に、ご意見募集中です！
• 教材ファイルは以下に置いてあります。
• 【教材】

https://drive.google.com/drive/folders/1y_juOiPX0
bA28rmHhSsMVnwtyzpYq1_B

• AXIES-JPCOAR 研究データ連絡会
https://sites.google.com/view/axies-
jpcoar/project/RDM_for_ITstaff

• 教材案についてご意見募集中、よろしくお願い
します。

• 【ご意見】https://wa.rdm-japan.org/

https://drive.google.com/drive/folders/1y_juOiPX0bA28rmHhSsMVnwtyzpYq1_B
https://sites.google.com/view/axies-jpcoar/project/RDM_for_ITstaff
https://wa.rdm-japan.org/
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